
2023年度学生による後期授業評価アンケートへの 

教員からのコメント 

 

■基礎演習 I 

 

受講者 13 名に対して回答が 15 件となっており、必ずしも正確な回答率を反

映していないことが伺える結果となりました。 

授業の難易度を尋ねた設問６で 26.7％が「とても難しかった」、60％が「難

しかった」と回答し、また、授業全体をよく理解できたか尋ねた設問 14で（40％

が「そう思う」一方で）26.7％が「そう思わない」と回答していることから、一

部の学生の理解が追いつかないまま過度に高度な内容の授業を進めてしまって

いた可能性が高いと示唆されます。結果として授業内容が消化不良となり、一部

の学生を取り残す形になってしまったことが反省されます。 

その主な要因としては、第一に、（コロナ禍に伴う経験不足もあってか）対面

状況でのディスカッションを始めとするグループワークに対して苦手意識の強

い学生が多かった点が挙げられると考えられます。実際、授業への感想・意見を

尋ねた設問 19では「話し合いがむずかしかった」、「グループワークに積極的

に参加すれば良かった」、「意見を出すことは難しいですが少しでも意見を出せ

たので一歩前進でした」といった回答が、授業での学びや反省を尋ねた設問 20

では「協調することの難しさ」、「話をまとめることへの苦手感がまだ残ってい

る」、「グループ全員で完全に意見が一致させることができなかった。また説明

をあまりうまくできなかった」といった同様の回答が、多く見られました。 

一方で、設問 19で「グループワークで何を求められているのか、きいても理

解できないことがあった」、「グループワークの指示が分かりづらく、指示を理

解できないまま進行していくので、有意義なグループワークができなかったと

感じた」との回答もあったように、課題の具体的な手順や例示の不足など、指示・

指導上の不備もあったことも伺えます。 

対策として来年度は、経験不足を補えるようにイラスト・写真・動画などを多

用した資料や、具体的な手順が視覚的にも分かりやすいように図表・チャート

などを多用したスライドなど、学生の理解や納得が得られやすい教材を豊富に

作成・使用するように、今まで以上に準備の段階から留意していきたいと思い

ます。 

 


